
【
１
面
か
ら
】
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
事
務
所
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
力
が
必
要
で

す
。
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範

囲
で
構
い
ま
せ
ん
。
と
も
に
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
担
当
＝
赤
木
（
電
話

０
８
７ｰ

８
１
６ｰ

８
１
０
０
へ
）

香
川
県
保
険
医
協
会
の
定
期

総
会
記
念
講
演
が
６
月
22
日
、

高
松
市
内
で
開
催
さ
れ
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
山
美
砂

さ
ん
が
「
原
爆
被
害
者
を
『
救

う
』
理
由
ー
黒
い
雨
訴
訟
か
ら

考
え
る
核
廃
絶
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。
平
和
や
核
問
題

に
関
心
を
持
つ
学
生
や
教
職
員

ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
黒
い
雨
」
と
は
、
原
爆
投
下

後
に
放
射
性
物
質
を
含
む
雨
や

チ
リ
な
ど
を
指
し
ま
す
。
宇
田

雨
域
は
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で

１
９
４
５
年
に
調
査
さ
れ
た
黒

い
雨
が
降
っ
た
地
域
（
雨
域
）

で
す
。
そ
の
う
ち
大
雨
で
あ
っ

た
宇
田
大
雨
雨
域
は
、
１
９
７

６
年
に
被
爆
者
を
認
定
す
る
基

準
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

黒
い
雨
訴
訟
で
は
、
行
政
区

画
や
川
を
境
界
線
に
し
た
基
準

の
あ
り
方
に
対
し
、
「
川
を
挟

ん
で
雨
の
降
り
方
が
変
わ
る
は

ず
が
な
い
」
「
こ
の
雨
域
以
外

に
も
黒
い
雨
が
降
っ
た
」
な
ど

多
く
の
証
言
が
あ
り
、
基
準
の

見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

訴
訟
に
は
、
「
国
が
起
こ
し

た
戦
争
に
よ
る
被
害
で
あ
る
と

認
識
す
る
こ
と
」
「
こ
こ
ま
で

長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
自

体
が
問
題
で
あ
り
、
被
爆
者
援

護
と
い
う
制
度
整
備
で
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

後
世
に
伝
え
る
意
義
が
あ
り
ま

す
。小

山
さ
ん
は
、
「
国
は
非
常

に
高
い
水
準
の
証
明
を
求
め
た

が
、
『
疑
わ
し
き
は
切
り
捨
て

る
』
で
は
な
く
、
救
済
す
る
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
結
び
ま
し
た
。

参
院
選
挙
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

政
党
が
出
て
い
ま
す
。
各
党
の

主
な
政
策
の
特
徴
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

《
く
ら
し
》

●
日
本
共
産
党

・
消
費
税
を
今
す
ぐ
５
％
に
し
、

将
来
的
に
は
０
へ
。
手
取
り

が
年
間
12
万
円
増
え
る
。

・
財
源
は
、
大
企
業
や
富
裕
層

へ
の
行
き
過
ぎ
た
減
税
を
あ

ら
た
め
て
15
兆
円
を
確
保
す

る
。

●
自
民
党
・
公
明
党

・
消
費
税
減
税
に
反
対
。
一
時

金
の

【
３
面
に
つ
づ
く
】
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総
会
と
記
念
講
演
会

香
川
県
保
険
医
協
会

医療･介護従事者有志の集い
日本共産党の白川よう子参院比例候補を党派を超えて応援

し、医療・介護従事者の願いをかなえようと６月22日、高松

市で白川氏を迎えた集いが開かれました。香川県内の「白川

よう子を国会に送る医療・介護従事者有志の会」の主催。

有志の会の呼びかけ人の一人で、県保険医協会の太田展生

理事長があいさつし、自民党政治について「患者・利用者さ

ん、医療・介護従事者の願いとは全く反対の政治が行われて

いる」と批判。「政治を変える私たち一人ひとりの努力で、

国民の健康を守り、自分たちの労働条件の改善へ頑張ろう」

と呼びかけました。

看護師らが発言し、病院など職場の深刻な人手不足を報告

し、「みんな忙しく、非常に疲弊している」などと指摘。昼

休みに職員を対象に要求対話に取り組み、物価高や賃金が低

すぎるなどの回答が多く寄せられたと紹介されました。「もっ

と診療報酬を引き上げ、賃金を上げてほしい」などと語られ

ました。

白川氏は「国民の要求と

乖離（かいり）した政治が

進められている」と批判し、

「もうこんな政治はごめん

だと参院選で審判を下そう」

と呼びかけ、比例５議席獲

得と党の躍進を訴えました。

【
２
面
よ
り
】

バ
ラ
マ
キ
を

検
討
。

●
国
民
民
主
、
れ
い
わ

・
消
費
税
減
税
の
財
源
と
し
て
、

赤
字
国
債
の
発
行
を
主
張
。

数
十
兆
も
の
「
通
貨
」
を
市

場
に
だ
せ
ば
イ
ン
フ
レ
が
お

き
減
税
効
果
は
な
く
な
る
危

険
が
あ
る
。

《
医
療
・
介
護
》

●
日
本
共
産
党

・
国
が
緊
急
支
援
し
、
医
療
・

介
護
を
守
る
。

・
医
療
・
介
護
労
働
者
の
待
遇

の
改
善
。

●
自
民
、
公
明
、
維
新

・
医
療
費
を
４
兆
円
削
減
し
、

病
院
の
ベ
ッ
ド
を
11
万
床
削

減
。

《
政
治
と
カ
ネ
》

●
日
本
共
産
党

・
企
業
団
体
献
金
は
禁
止
。

・
大
企
業
へ
の
優
遇
を
や
め
、

税
は
応
能
負
担
に
す
べ
き
。

●
自
民
、
公
明
、
国
民

・
企
業
団
体
献
金
を
存
続
。

・
自
民
党
は
企
業
か
ら
献
金
を

受
け
取
り
、
大
企
業
の
優
遇

政
策
を
実
行
。

《
平
和
・
外
交
》

●
日
本
共
産
党

・
大
軍
拡
を
や

め
憲
法
９
条

を
生
か
し
た

平
和
外
交
。

・
ア
メ
リ
カ
言

い
な
り
を
や

め
対
等
・
平

等
の
関
係
を

求
め
る
。

・
中
国
に
対
し

て
も
「
互
い

に
脅
威
に
な

ら
な
い
」
と

い
う
合
意
を

守
れ
と
主
張
。

●
自
民
、
公
明
、

他
の
野
党

・
日
米
同
盟
の

強
化
、
維
持

を
主
張
。

・
維
新
は
自
公

の
軍
拡
予
算

に
賛
成
。

《
危
険
な
極
右排

外
主
義
》

●
参
政
党

・
戦
前
の
天
皇
制
国
家
の
復
活

を
目
指
す
。
憲
法
９
条
を
か

え
て
核
武
装
を
主
張
。

・
「
日
本
人
よ
り
外
国
人
を
優

遇
し
て
い
る
」
と
排
外
主
義

を
あ
お
る
。

・
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
夫
婦
別
姓
に

よ
る
文
化
破
壊
」
と
述
べ
て

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
反

対
。

・
学
校
教
育
で
神
話
を
教
え
る

よ
う
主
張
。
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